
プログラム 5月 9日（土） 

 

第 1 会場（福岡国際会議場 5 階 国際会議室 501） 

 

12:30～13:00   大会長講演：知るわかる行う広げる、不器用さを「参加」につなぐ福岡の形 

            座長：中島 卓裕（名古屋学院大学 ヒューマンケア学部） 

講師：黒川 駿哉（子どもと親 こころの百年灯クリニック 

／慶応義塾大学医学部 医科学研究連携推進センター） 

 

 

13:10～14:10   基調講演：DCD児への支援の現状と今後の展望 

            座長：黒川 駿哉（子どもと親 こころの百年灯クリニック 

／慶応義塾大学医学部 医科学研究連携推進センター） 

講師：岩永 竜一郎（長崎大学生命医科学域／長崎大学子どもの心の医療・教育センター） 

 

 

14:20～15:20   若手優秀演題発表 

            座長：黒川 駿哉（子どもと親 こころの百年灯クリニック 

／慶応義塾大学医学部 医科学研究連携推進センター） 

 

 

15:30～17:00   シンポジウムⅠ 

DCDを知る・分かる：当事者、家族、支援者の視点からとらえる DCD特性と支援 

座長：北 洋輔（慶応義塾大学 文学部） 

 

DCDの診断と支援ニーズの乖離を考える 

              古荘 純一（青山学院大学 教育人間学部／昭和医科大学 小児科、精神科 

／あのねコドモくりにっく） 

 

自閉スペクトラム症当事者から見た DCD 

              綿貫 愛子（東京学芸大学大学院 連合学校教育学研究科） 

 

DCD（発達性協調運動障害）とともに歩む日常 

            －身体の不自由さと、豊かな内面活動とのギャップを家族の視点から考える－ 

              仲摩 沙織（福岡発達障がい者親の会「たけのこ」／福岡市発達凸凹研究室） 

 

 

17:10～18:10   事例検討：このような事例どうしますか？ 

            座長：柏木 充（市立ひらかた病院 小児科） 

   岩永 竜一郎（長崎大学生命医科学域／長崎大学子どもの心の医療・教育センター） 

 



            事例 1：不安が非常に強い小学生男児の症例 

              松井 匠（医療法人桜十字 桜十字病院 リハビリテーション部） 

 

            事例 2：運動イメージ練習を含む課題指向型介入により逆上がりを獲得した DCDを 

有する児の 1症例－実験的手法による運動イメージ能力の変化－ 

              橋添 健也（医療法人和光会 山田病院リハビリテーション部 

／畿央大学大学院博士後期課程） 

 

 

第 2 会場（福岡国際センター 1 階 研修室 1） 

 

14:30～15:20   一般演題Ⅰ 

            座長：宮地 泰士（名古屋市西部地域療育センター） 

 

 

第 3 会場（福岡国際センター 1 階 研修室 2） 

 

14:30～15:20   ポスター発表Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



プログラム 5月 10日（日） 

 

第 1 会場（福岡国際会議場 5階 国際会議室 501） 

 

09:10～10:00   特別講演：DCD児者への支援（仮） 

            座長：辻井 正次（中京大学 現代社会学部） 

講師：内山 登紀夫（福島学院大学 福祉学部） 

 

 

10:10～11:10   一般演題Ⅱ 

            座長：増田 貴人（弘前大学 教育学部） 

 

 

12:10～12:30   総会 

若手優秀演題表彰 

 

 

12:40～14:10   シンポジウムⅡ 

DCD支援を行う：DCD支援の知識と技術 

  座長：中井 昭夫（武庫川女子大学 教育総合研究所／大学院 臨床教育学研究科） 

 

            DCDの病態メカニズム理解に基づく支援の在り方 

              信迫 悟志（畿央大学大学院健康科学研究科 

／畿央大学ニューロリハビリテーション研究センター） 

 

            5歳児健診における DCD診断と支援 

              斉藤 まなぶ（弘前大学大学院保健学研究科心理支援科学領域） 

 

            体育・スポーツにおける DCD支援～その課題と展望～ 

              村上 祐介（順天堂大学スポーツ健康科学部） 

 

 

14:20～15:50   シンポジウムⅢ 

          DCD支援をひろげる：：地域へひろげる DCD支援 

  座長：土田 玲子（NPO 法人 なごみの杜） 

 

            公的支援と制度外サービスでつながる発達支援の実践 

              吉田 裕作（児童発達支援・保育所等訪問支援 TEKUNOBI 

／保育・療育コンサルタント SAPONOBI） 

 

            佐賀県における DCD支援の多層的展開と課題 



            ～医療・地域・職能団体活動を通じた「参加」へのアプローチ～ 

              斗山 優太（佐賀整肢学園こども発達医療センター） 

 

            学校現場における DCDの現状と DCDへの配慮を拡げていくために必要なこと 

              増本 利信（九州ルーテル学院大学 大学院人文学研究科） 

 

            地域にひろがる DCD支援～オンラインがつなぐ新しい支援のかたち～ 

              堂面 勝哉（PAPAMO 株式会社 へやすぽアシスト） 

 

 

第 2 会場（福岡国際センター 1 階 研修室 1） 

 

10:20～11:10   一般演題Ⅲ 

            座長：大橋 圭（名古屋市立大学大学院医学研究科 こころの発達医学寄附講座） 

 

 

第 3 会場（福岡国際センター 1 階 研修室 2） 

 

10:20～11:10   ポスター発表Ⅱ 

 


